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新
=
生
=
活
=
展

日
常
生
活
の
無
駄
を
は
ぶ
き
、
合

理
的
な
家
庭
生
活
設
計
の
下
に
文

化
的
な
生
活
を
し
ま
し
よ
う
と
い

う
、
区
主
催
の
新
生
活
展
示
会
が

去
る
七
日
か
ら
十
日
ま
で
区
議
会

議
事
堂
で
行
わ
れ
、
大
へ
ん
好
評

を
得
ま
し
た
。

○
…
会
場
に
は
台
所
用
品
を
は
じ

め
衣
食
住
に
わ
た
る
新
考
案
の
道

具
類
が
飾
ら
れ
、
特
に
農
家
用
の

新
型
農
良
着
、
金
網
で
作
つ
た
パ

ン
焼
き
器
、
手
で
廻
す
ミ
キ
サ
ー

や
テ
レ
ビ
の
前
は
参
観
に
来
た
主

婦
達
で
一
杯
と
い
う
状
況
で
し

た
。

○
…
区
で
は
こ
の
展
示
会
の
結
果

を
統
計
調
査
の
上
、
今
後
予
定
さ

れ
て
い
る
多
角
的
な
同
運
動
展
開

に
つ
い
て
広
く
応
用
し
、
区
内
の

生
活
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。
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心も街 も美し く き
れ
い
な
明
る
い
足
立
区
へ

街
の
美
化
強
調
運
動

私
達
の
住
む
街
を

き
れ
い
で
明
る
い

住
み
よ
い
街
に
し

よ
う
と
い
う
「
街

を
き
れ
い
に
す
る

運
動
」
に
つ
い
て

東
京
都
で
は
大
へ

ん
力
こ
ぶ
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
が
国

の
首
都
で
あ
る
東

京
都
が
、
世
界
に

有
数
な
国
際
都
市

で
あ
り
な
が
な
ら

汚
れ
た
騒
々
し
い

街
で
あ
る
と
い
う

定
評
が
あ
る
所
か

ら
、
都
民
一
人
一
人
の
公
徳
心
に

訴
え
て
、
首
都
の
美
化
を
は
か
ろ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

足
立
区
で
も
、
こ
の
首
都
美
化
運

動
と
併
行
し
て
、
区
内
官
公
署
、

団
体
、
学
校
等
と
協
力
明
る
い

住
み
よ
い
足
立
区
の
建
設
を
主

眼
と
し
た
「
街
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
」
を
去
る
十
五
日
か
ら
区
内

全
域
に
わ
た
り
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

も
と
よ
り
こ
の
運
動
は
、
役
所
だ

け
の
力
で
は
大
き
な
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
区
民
の

皆
様
の
一
人
一
人
の
協
力
を
得
て

は
じ
め
て
実
が
結
ば
れ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
次
の
よ
う

な
事
項
に
対
し
て
積
極
的
な
御
協

力
を
お
願
い
す
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

○
道
路
、
公
園
、
駅
な
ど
を
紙
屑

等
で
汚
さ
な
い
。

○
歩
道
に
や
た
ら
に
物
を
お
か
な

い
。

○
河
川
、
下
水
、
空
地
に
物
を
捨

て
な
い
。

○
公
衆
便
所
を
不
潔
に
し
な
い
。

○
塀
、
電
柱
、
ガ
ー
ド
下
、
橋
の

ら
ん
か
ん
等
に
ビ
ラ
を
貼
つ
た

り
落
書
を
し
な
い
。

○
醜
い
広
告
を
や
め
る
。

○
住
居
や
建
物
の
廻
り
を
き
れ
い

に
す
る
。

○
ご
み
や
汚
れ
も
の
を
で
き
る
だ

け
自
分
で
処
理
す
る
。

な
お
、
こ
の
運
動
は
そ
の
性
質
上

絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

区
で
も
今
后
年
間
を
通
じ
て
常
時

街
の
美
化
に
努
め
ま
す
が
、
今
回

は
そ
の
第
一
回
の
強
調
期
間
と
し

て
、
特
に
区
民
各
位
の
協
力
を
望

ん
で
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。歩道にゴミ箱や物を置くことはやめましよう。街

の美観を損うばかりでなく、交通に危険である上

に、ゴミ箱の蓋が空いているのは不衛生です。

空地に集積されたゴミの清掃作業

電
柱
に
広
告
(
ビ
ラ
)
や
ポ
ス
タ

ー
を
貼
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
ま
だ
御
存
知
で
な

い
方
も
沢
山
い
る
よ
う
で
す
。

電
柱
に
広
告
を
出
す
場
合
に
は
、

金
属
製
で
柱
を
ぐ
る
り
と
巻
く
よ

う
な
も
の
に
限
り
、
し
か
も
手
続

を
と
つ
て
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
電
柱
広
告
を
出
す
場

合
に
は
、
区
役
所
土
木
課
ま
で
お

問
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
日
の
ゴ
ミ
の
量

現
在
足
立
清
掃
事
務
所
で
処
理
し

て
い
る
区
内
の
一
日
の
ゴ
ミ
の
量

は
、
雑
介
(
掃
き
ゴ
ミ
)
七
、
五

六
〇
貫
、
厨
介
(
台
所
の
ゴ
ミ
)

三
、
三
〇
〇
貫
、
混
合
介
(
両
方

の
ま
じ
つ
た
も
の
で
主
に
堤
北
方

面
に
多
い
)
八
、
八
九
〇
貫
そ
れ

に
足
立
分
場
か
ら
で
る
ゴ
ミ
が
八

四
〇
〇
貫
の
計
二
三
、
一
五
〇
貫

と
い
う
大
へ
ん
な
も
の
で
こ
れ
を

大
型
ト
ラ
ツ
ク
に
積
み
こ
む
と
約

二
六
台
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

に
は
て
い
ね
い
に
扱
え
ば
、
屑
屋

さ
ん
に
売
れ
る
よ
う
な
も
の
も
ま

じ
つ
て
お
り
、
ゴ
ミ
の
自
己
処
理

が
奨
励
さ
れ
て
お
り
ま
す
。



区 政 の お 知 ら せ第81 号( 3)

大
衆
の
ゴ
ル
フ
場
建
設

区
で
運
動
に
乗
り
出
す

か
ね
て
各
方
面
に
お
い
て
話
題
と

な
つ
て
お
り
ま
し
た
放
水
路
河

川
敷
内
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
つ
い

て
、区
で
は
そ
の
後
こ
の
実
現
に

つ
い
て
関
係
方
面
と
折
衝
中
で
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
同
ゴ
ル
フ
場

実
現
可
能
の
目
安
が
つ
き
ま
し
た

の
で
、
近
く
本
格
的
運
動
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。又
、
こ
の

建
設
は
広
範
な
規
模
計
画
の
上
、

種
々
の
交
渉
部
面
も
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
「
ゴ
ル
フ
場
建
設

委
員
会
」
を
設
け
、
同
委
員
会
に

お
い
て
充
分
な
綜
合
的
促
進
対
策

を
作
り
こ
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
万

全
を
期
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
主
と
し
て
、
ゴ
ル
フ

場
の
建
設
、
調
査
及
び
審
議
を
行

う
も
の
で
区
長
が
委
員
長
と
な
り

学
識
経
験
者
、
区
議
会
議
員
の
中

か
ら
、
委
嘱
し
た
委
員
と
に
よ
つ

て
構
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
建
設
委
員
会
の
委
員
は
去
る

十
六
日
に
別
項
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ

決
定
さ
れ
、
九
月
二
十
日
区
委
員

会
室
で
第
一
回
委
員
会
を
開
き
ま

し
た
。

ゴ
ル
フ
場
の
建
設
に
つ
い
て
の
具

体
案
は

、
ま
だ
最
終
決
定
を
見
て

お
り
ま
せ
ん
が

、
放
水
路
河
川
敷

約
三
十
〇
万
坪
に
及
ぶ
大
衆
の
た

め
の
近
代
的
大

ゴ
ル
フ
場
を
と
い

う
線
か
ら
計
画

が
す
す
め
ら
れ
て

お
り
ま
す

。

◎
足
立
区
ゴ
ル
フ
場
建
設
委
員

(順
不
同
)

委
員
長
　
　
大

山

雅

二

委

員
　
　
　藤

来

勇

〃
　
　
　
　

浅

古

幸

藏

〃
　
　
　
　

河
出
川

信

孝

〃
　
　
　
　

野

口

五
郞
平

〃
　
　
　
　

丸

岡

光
一
郞

〃
　
　
　
　

栄

山

一

衛

〃
　
　
　
　

小

林

三
四
郞

〃
　
　
　
　

樽

沢

正

〃
　
　
　
　

宮

田

喜

平

〃
　
　
　
　

市

川

忠

吉

〃
　
　
　
　

茂
出
木

庄

輔

〃
　
　
　
　

高

島

駒
之
助

〃
　
　
　
　

峰

定

雄

〃
　
　
　
　

小

松

富
二
郞

専
門
委
員
　
畑

三

郞

今
年
の
供
米
第
一
号

本
区
の
今
年
度
産
米
供
出
第
一
号

が
、
去
る
七
日
加
賀
皿
沼
町
の
新

井
邦
夫
氏
か
ら
農
協
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
供
出
量
は
二
俵
で
す
が
冷

害
に
悩
ま
さ
れ
た
昨
年
の
第
一
号

十
月
五
日
に
比
ベ
一
か
月
も
早
く

品
質
も
ぐ
つ
と
向
上
し
て
お
り
ま

す
。

産
業
振
興
舘
の
工
事
進
む

足
立
区
永
年
の
懸
案
で
あ
つ
た
産

業
振
興
舘
(
公
会
堂
)
の
建
設
は

去
る
六
月
二
十
五
日
着
工
以
来
急

ピ
ツ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
現
在
二
階
の
外
部
工
事
が
お

わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
三
階
の
工
事
に
移

る
わ
け
で
す
が
こ
の
三
階
か
ら
は

映
画
、
演
劇
、
各
種
講
演
会
等
に

使
用
さ
れ
る
ホ
ー
ル
と
な
る
の
で

二
階
ま
で
の
鉄
筋
に
加
え
、
鉄
骨

組
み
と
な
り
ま
す
。工
事
は
遅
く

と
も
来
年
初

頭
に
は
完
了

す
る
予
定
で

こ
れ
が
完
成

後
は
、
各
種

展
覧
会
や
集

会
等
区
民
に

及
ぼ
す
利
益

は
大
き
な
も

の
で
一
日
も

早
い
竣
工
が

待
た
れ
て
お

り
ま
す
。

写
真
は
工
事

中
の
産
業
振

興
舘

喜
ば
れ
た

移
動
図
書
館

去
る
八
月
末
で
終
つ
た
夏
季
休
暇

中
、
緑
蔭
子
供
会
の
行
事
の
一
つ

と
し
て
行
わ
れ
た
、
移
動
図
書
館

の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
集
計
を
お

わ
り
ま
し
た
。

移
動
図
書
館
は
七
月
二
十
日
か
ら

八
月
二
十
四
日
ま
で
八
回
に
わ
た

り
、区
内
各
小
学
校
を
巡
回
し
、

利
用
者
は
五
千
二
百
十
七
人
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。こ
の
中
の
大
部
分

は
小
学
生
で
四
千
七
百
四
十
八
人
(

女
子
二
千
三
百
六
十
五
人
)
中

学
生
は
三
百
七
十
人
(
女
子
三
百

六
人
)
で
し
た
が
、
幼
稚
園
が
百

三
十
九
人
(
女
子
八
十
一
人
)
も

あ
つ
た
の
で
、
区
教
委
で
は
、
こ

れ
を
一
つ
の
参
考
と
し
て
今
後
の

移
動
図
書
館
運
営
に
も
り
入
れ
よ

う
と
、
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

目
標
額
二
百
四
万
六
千
円

本
年
の
共
同
募
金

昭
和
二
十
九
年
度
の
共
同
募
金
が

十
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

本
年
度
の
足
立
区
の
募
金
目
標
額

は
二
百
四
万
六
千
円
で
、
近
く
各

出
張
所
支
部
が
募
金
業
務

を
開

始
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま

す

。

◎
各
支
部
(
出
張
所
)
募
金
目
標
額

良
い
家
庭
を
作
る

レ
ク
リ
ヱ
ー
シ
ヨ
ン
講
習
会

現
在
の
社
会
教
育
は
主
に
婦
人
団

体
や
青
少
年
団
体
を
対
象
と
し
て

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

範
囲
が
き
わ
め
て
広
く
そ
の
方
法

も
中
々
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
方
法
は
ど
れ
も
こ
れ

も
、
み
な
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
が
結
局
よ
い
家

庭
が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

な
け
れ
ば
最
後
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

平
和
で
明
る
い
家
庭
か
ら
は
、
不

良
青
少
年
な
ど
は
殆
ん
ど
生
ま
れ

て
来
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ

の
良
い
家
庭
の
建
設
の
重
要
さ
が

あ
る
と
い
え
ま
し
よ
う
区
教
委
で

は
、
こ
の
意
味
か
ら
明
る
い
健
康
な

家
庭
を
作
る
た
め
に
、
わ
ず
か
で
も

益
す
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
と
い
う
目
的

で
、
民
謡
、
舞
踊
い
ろ
い
ろ
の
家
庭

ゲ
ー
ム
の
仕
方
な
ど
と
い
う
も
の
を

盛
り
こ
ん
だ
家
庭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

ン
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。九
月
二

十
日
午
後
二
時
か
ら
区
議
事
堂
の
同

講
習
会
場
に
は
、区
内
婦
人
会
員
約

百
名
が
集
ま
つ
て
民
謡
(
コ
ロ
ン
ビ

ヤ
米
川
氏
)
舞
踊
(
教
育
庁
高
川
氏

)
家
庭
ゲ
ー
ム
(
同
水
木
氏
)
と
そ

れ
ぞ
れ
講
師
の
指
導
に
よ
り
、手
を

曲
げ
た
り
、伸
ば
し
た
り
一
生
懸
命

で
し
た
。
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第
七
回
区
民
体
育
祭

初
秋
を
飾
る
……
……

足
立
区
〝
陸
の
祭
典
〟

初
秋
の
ト

ツ
プ
を
飾

る
恒
例
の

区
民
体
育

祭
運
動
会

が
、
来
る

十
月
三
日

区
営
千
住

新
橋
運
動

場
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

こ
の
運
動
会
は
、
今
年
で
第
七
回

を
算
え
る
も
の
で
、
年
々
隆
盛
の

一
途
を
辿
り
、
昨
年
は
約
二
万
の

人
出
を
み
る
ほ
ど
、
盛
況
を
示
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
秋
の

一
日
の
レ
ク
リ
レ
ー
シ
ヨ
ン
と
し

て
、
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
競
技

種
目
が
適
当
に
組
ま
れ
て
お
り
文

字
通
り
足
立
区
陸
の
祭
典
と
し
て

そ
の
日
が
待
た
れ
て
お
り
ま
す
。

第
七
回
区
民
体
育
祭
運
動
会

一
、
主
催
　
足
立
区
　
足
立
区
教

育
委
員
会
　
足
立
区
体
育
会

二
、
日
時
　
昭
和
二
十
九
年
十
月

三
日
(
日
)
午
前
八
時
三
十
分

三
、
会
場
　
区
営
千
住
新
橋
運
動

場四
、
種
目

個
人
競
技
種
目

○
壜
釣
り
競
走
(
一
般
男
子
)

出
発
点
か
ら
約
二
十
五
米
の
地
点

に
壜
と
釣
針
を
お
く
　
壜
を
釣
つ

て
約
二
十
五
米
先
の
ゴ
ー
ル
へ

○
魚
釣
り
競
走
(
一
般
男
子
)

○
パ
ン
喰
い
競
走
(
一
般
男
子
)

一
米
四
十
位
の
高
さ
に
糸
で
パ
ン

を
つ
り
手
を
使
用
せ
ず
に
パ
ン
を

く
わ
え
約
二
十
五
米
先
の
ゴ
ー
ル

ま
で
完
全
に
た
ベ
て
ゴ
ー
ル
に
は

い
る
。

○
ス
プ
ン
レ
ー
ス
(
一
般
女
子
)

出
発
点
か
ら
約
二
十
米
の
地
点
に

杓
子
と
マ
リ
を
お
く
そ
こ
か
ら
杓

子
に
マ
リ
を
の
せ
て
走
る
途
中
マ

リ
の
落
ち
た
と
き
は
落
ち
た
所
か

ら
元
の
よ
う
に
走
り
だ
す
。
杓
子

は
標
識
よ
り
先
を
も
つ
て
は
い
け

な
い
。

○
借
り
物
競
走
(
一
般
女
子
)

封
の
中
に
か
い
て
あ
る
品
物
を
観

覧
者
役
員
の
人
達
か
ら
借
り
所
定

の
所
に
早
い
順
に
並
ぶ
す
ん
だ
ら

借
り
も
の
は
自
分
が
か
え
す
。

○
カ
ー
ド
合
せ
(
一
般
男
子
)

中
央
タ
テ
線
左
右
一
米
の
地
点
に

カ
ー
ド
を
お
く
二
十
米
位
の
所
か

な
一
方
男
子
一
方
女
子
が
合
図
で

カ
ー
ド
を
拾
い
に
走
る
。
拾
つ
た

カ
ー
ド
の
合
う
男
女
で
手
を
つ
な

い
で
ゴ
ー
ル
ヘ
走
る
。

団
体
競
技
種
目

○
投
げ
こ
し
ボ
ー
ル
(
一
般
男
女

一
チ
ー
ム
　
男
三
　
女
二
　
計
五

名
)
　
出
発
点
か
ら
約
三
十
米
の

所
に
高
さ
八
米
に
は
つ
た
綱
に
走

つ
て
行
つ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
こ

し
そ
の
ボ
ー
ル
が
地
に
お
ち
な
い

う
ち
に
つ
か
ん
で
出
発
点
に
か
え

り
次
者
に
引
つ
ぐ
ボ
ー
ル
が
地
に

落
ち
た
時
は
落
ち
な
い
で
つ
か
む

ま
で
は
繰
返
す
。

○
樽
こ
ろ
が
し
(
一
般
男
女
　
一

チ
ー
ム
　
男
三
女
二
計
五
名
)

棒
二
本
で
タ
ル
を
こ
ろ
が
し
な
が

ら
出
発
線
か
ら
約
二
十
米
先
の
小

旗
を
ま
わ
つ
て
か
え
り
次
走
者
に

引
つ
ぐ

老
人
　
幼
児
の
部

○
三
輪
車
競
走
(
幼
児
)
距
離
約

三
十
米
　
三
輪
車
は
参
加
者
が
持

参
の
こ
と

○
宝
探
し
(
幼
児
)

○
抽
せ
ん
競
走
(
老
人
六
十
五
才

以
上
)

競
走
の
部

○
五
十
米
(
一
般
男
女
)
ス
パ
イ

ク
の
使
用
は
禁
じ
ま
す

○
百
米
(
一
般
男
女
)
ス
パ
イ
ク

の
使
用
を
禁
じ
ま
す

○
四
百
米
リ
レ
ー
(
一
般
男
女
)

男
女
と
も
一
チ
ー
ム
四
名
(
団
体

別
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
)

小
学
校
　
中
学
校
の
部

○
八
百
米
リ
レ
ー
　
小
学
校
中
学

校
と
も
男
女
別
一
チ
ー
ム
八
人
づ

つ
　
一
人
百
米

○
ダ
ン
ス
　
小
学
校
　
中
学
校

○
体
操
　
中
学
校

そ
の
他
　
ラ
ジ
オ
体
操
　
足
立

音
頭

◎
申
込
は
出
張
所
又
は
体
育
係
宛

申
込
ん
で
下
さ
い
。

子
供
の
集
会
場

児
童
会
館
近
く
開
館

子
供
の
た
め
の
健
全
で
楽
し
い
集

会
場
を
と
い
う
目
的
で
、去
る
二

月
か
ら
西
新
井
町
九
七
二
番
地
に

建
築
中
で
あ
つ
た
児
童
会
館
が
こ

の
ほ
ど
竣
工
、近
く
開
館
式
を
挙

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
館
は
建
坪
七
二
、五
坪
、

工
費
三
百
十
一
万
余
円
で
、種
々

の
研
究
会
発
表
会
そ
の
他
の
集
会

な
ど
に
使
用
で
き
る
二
五
〇
人
収

容
の
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
映
画
、
演

劇
等
の
た
め
の
映
写
機
、
舞
台
照

明
設
備
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
使
用
料
金
は
、
区
内
生
徒
児
童

が
、
昼
二
百
円
、
夜
三
百
そ
の
他

が
昼
三
百
円
、
夜
五
百
円
と
な
つ

て
お
り
ま
す
。

な
お
将
来
は
こ
の
児
童
会
館
を
中

心
と
し
て
子
供
科
学
館
、
同
郷
土

館
等
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。

〝
老
人

の
無
料
健
康
診
断
〟

区
で
は
去
る
十
五
日
か
ら
は
じ
ま

つ
た

〝
と
し

よ

り
の
週

間
〟

に

本
木
町
一
丁
目
の
区
立
診
療
所
で

六
十
才
以
上
の
老
人
を
対
象
と
し

た
無
料
健
康
相
談
を
行
い
ま
し
た

な
お
診
療
所
に
行
く
に
は
距
離
的

に
不
便
で
、
普
段
利
用
し
た
く
て

も
遠
い
た
め
に
な
か
な
か
行
け
な

か
つ
た
老
人
の
た
め
に
、
十
五
、

十
六
日
=
千
四
小
学
校
、
十
七
、

十
八
日
=
千
三
小
学
校
、
二
十
一

二
十
二
日
=
梅
島
支
所
で
そ
れ
ぞ

れ
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

健
康
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
相
談
は
一
般
内
科
、
簡
単
な

外
科
、
血
圧
測
定
、
そ
れ
に
投
薬

や
注
射
も
し
ま
し
た
の
で
、
延
べ

二
百
五
十
名
の
老
人
が
受
診
さ
れ

ま
し
た
。

家
庭
料
理

の
講
習

会

最
近
の
成
人
学
校
で
、
申
込
受
付

け
と
と
も
に
定
員
に
達
し
て
し
ま

う
ほ
ど
人
気
の
あ
る
自
動
車
科
と

料
理
科
に
つ
い
て
、
区
教
委
で
は

ど
う
し
た
ら
最
も
公
平
に
し
か
も

で
き
る
だ
け
沢
山
の
人
々
の
希
望

に
そ
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
方

法
そ
の
他
に
つ
い
て
対
策
を
練
つ

て
お
り
ま
し
た
が
、
自
動
車
科
に

つ
い
て
は
経
費
、
設
備
の
点
で
抽

せ
ん
に
よ
る
と
と
も
に
料
理
科
に

つ
い
て
は
成
人
学
校
を
受
講
で
き

な
か
つ
た
人
々
の
た
め
に
随
時
講

習
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
写
真
は
、
去
る
九
月
十
五
日

午
後
一
時
か

ら
東
京
栄
養

料
理
研
究
所

の
岡
田
源
吉

氏
を
招
い
て

区
議
事
堂
で

開
か
れ
た
そ

の
第
一
回
講

習
会
の
状
況

で
、
ご
ら
ん

の
通
り
沢
山

の
婦
人
が
集

ま
つ
て
熱
心

に
講
習
を
受

け
ま
し
た
。


